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１．試験の要領

（１）実施要領

実証試験は、次に掲げる要領で実施した。

① 試験自動車・台数

平成 13年から 15年の間に初度登録した自動車で、総排気量 1500cc 程

度のＡＴガソリン乗用自動車 10台を実施した。

② 排出ガス・燃費試験モード

道路運送車両の保安基準の細目を定める告示別添技術基準の別添 42

軽・中量車排出ガスの測定方法のＪＣ０８Ｈモード法に準じて実施した。

③ 検証項目

検証項目は、二酸化炭素（ＣＯ２)及び燃費とした。

④ 負荷設定方法

メーカーから提供された試験自動車の負荷設定データ（試験自動車の同

型式車のテストコース上で測定された惰行試験結果を｢Ｆ０＝ａ＋ｂＶ
２｣

式で表した値）を用いて、シャシダイナモメータ上での台上惰行法により

求めた試験自動車に対する「タイヤロス＋メカロス」との差分をシャシダ

イナモメータ動力吸収部の吸収負荷として負荷設定した。（下図参照）

⑤ 試験場所

財団法人日本自動車輸送技術協会（ＪＡＴＡ）昭島研究室

F

CHDYへの負荷設定は、CHDY台上コーストダウン法により行った。

Ｆ０：目標走行抵抗

(標準状態）

＝ ＦＴ＝タイヤロス(各種損失分が加算）

Ｆf＝メカロス(一定)
(CHDYの無負荷時の総摩擦損失)

V

Ｆ０ ＝ μrW＋μeAV
２

＝ Ｆpau＝動力吸収部の吸収負荷(一定)

（コーストダウン法により算出された値（メーカー提出値）。こ
れをCHDYに移し替え（＝負荷設定）した。）
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(東京都昭島市美堀町)

⑥ 実施時期

平成 21年 11 月９日から平成 22年１月９日まで

（２）試験自動車の除外条件

試験自動車は、整備事業者が試験条件に設定して試験場所に搬入し実施し

た。基本的に除外条件は定めないが、次の条件の自動車は対象外とした。

① エンジン、排出ガス対策装置及び排気系に後付け等改造が行われてい

る自動車

② 事故自動車

③ 特異な使用方法（レース等）が行われた自動車

④ 不正な燃料・潤滑油が使用された形跡のある自動車。

⑤ 試験に支障が生ずるとみられるブレーキの引きずり、エンジン等の極

端な不調その他の現象がみられる自動車

２．実証試験内容

（１）先行試験の実施

①試験項目

本試験を実施する前に、点検整備を実施することによりＣＯ２削減及び燃

費向上が考えられる項目を抽出し、ＣＯ２削減及び燃費向上につながるかど

うかの検証を行うための先行試験を行った。（試験台数３台）

先行試験における試験項目は、次のとおり。

ａ．エンジン・オイル及びオイル・フィルタ交換

ｂ．スパーク・プラグ交換

ｃ．エア・クリーナ・エレメント交換

ｄ．タイヤ空気圧の調整

②先行試験手順

試験車両３台について、車両搬入時の状態（点検整備実施前の状態）で排

出ガス・燃費試験を実施し、これを基準値として、４項目の点検整備後の試

験結果と比較して、その項目の有効性を確認した。
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（２）本試験の実施

①試験項目

先行試験で実施した４項目のうち、ＣＯ２削減及び燃費向上につながるこ

とが確認された３項目について本試験を実施した。（試験台数７台）

また、本試験の７台のうち３台については、先の３項目に加えて燃焼室洗

浄とエンジン潤滑油系統洗浄を実施し、排出ガス・燃費試験を実施した。

本試験における試験項目は、次のとおり。

ａ．エンジン・オイル及びオイル・フィルタ交換

ｂ．エア・クリーナ・エレメント交換

ｃ．タイヤ空気圧の調整

ｄ．エンジン燃焼室の洗浄

ｅ．エンジン潤滑油系統の洗浄

②本試験手順

自動車整備士が点検整備において交換・調整が必要と判断する状態（以下

「交換・調整状態」という。）に設定した状態から試験を開始し、これを基

準値として点検整備後の排出ガス・燃費試験結果と比較した。

なお、タイヤ空気圧については、自動車指定タイヤ空気圧（標準空気圧）

から約-20%(-19.0%～-21.7%)になるように設定した。

３．先行試験（３台）結果の整理

（１）ＣＯ２削減効果と燃費改善率

効果と改善率は、以下に掲げる式により算出した。

効 果＝点検整備項目別試験結果/基準値×100（％）

改善率＝（先順に実施した点検整備項目の試験結果値－次順に実施した点

検整備項目の試験結果値）/次に実施した点検整備項目の試験結

果値×100（％）

（２）項目別の効果と改善率

ＣＯ２削減率と燃費改善率の先行試験結果値の傾向から、ＣＯ２削減率と

燃費改善率は相関関係があり、燃費が改善されればＣＯ２排出量が削減され

ることから、燃費改善率によりＣＯ２削減率の有効性を検証した。
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① エンジン・オイル、オイル・フィルタ交換項目では、最大で 3.91%の

効果があった。

供試した３車両とも改善率が＋側で 0.45%～3.91%の改善効果があっ

た。

② スパーク・プラグ交換項目では、-1.81%～-2.24%の改善率であった。

③ エア・クリーナ・エレメント交換項目では、最大で 1.61%の燃費改善

があった。

供試した３車両とも燃費改善率が＋側で 0.92%～1.61%であった。

④ 車両搬入時のタイヤ空気圧は、試験自動車３台共に指定空気圧より低

下していた。

タイヤ空気圧調整を行った後では、燃費改善効果は-1.11%～2.68%であ

った。
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図１ 先行試験結果（燃費（１））
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（３）先行試験結果のまとめ

① 設定した点検整備項目のうちスパーク・プラグ交換を除く他の３項目

は、点検整備により改善効果が認められた。

② 先行試験の結果、エンジン・オイル、オイル・フィルタの交換項目で

は、0.45%～3.91%、エア・クリーナ・エレメント交換項目では、0.92%

～1.61%、タイヤ空気圧調整項目では、-1.11%～2.68%の改善であった。

最大で 8.2％燃費改善効果の可能性があると推定される。

４．本試験（７台実施）結果の整理

（１）ＣＯ２削減効果と燃費改善率

効果と改善率は、以下に掲げる式により算出した。

効 果＝点検整備項目別試験結果/基準値×100（％）

改善率＝（先順に実施した点検整備項目の試験結果値－次順に実施した点

検整備項目の試験結果値）/次に実施した点検整備項目の試験結

果値×100（％）
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図２ 先行試験結果（燃費（２））
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（２）項目別の効果と改善率

先行試験と同様に、ＣＯ２削減効果と燃費改善効果は相関関係にあり、

燃費が改善されればＣＯ２排出量も削減されることから、燃費改善効果によ

りＣＯ２削減効果の有効性を検証することとした。

① エンジン・オイル、オイル・フィルタ交換項目では、最小-1.56%～最

大 3.96%、平均 0.13%の効果であった。

② エア・クリーナ・エレメント交換項目では、Ｇ車を除くと-0.68%～

1.86%の効果があった。

③ タイヤ空気圧調整項目では、0.73%～1.81%の効果が認められた。

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

ｴﾝｼﾞﾝ･ｵｲﾙ ､ﾌｨﾙﾀ交換 ｴｱ･ｸﾘｰﾅ･ｴﾚﾒﾝﾄ交換 ﾀｲﾔ空気圧調整

燃費

(

％

)

図３ 本試験結果（燃費（１））
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④ 追加項目の改善効果

燃焼室洗浄及びエンジン潤滑油系統洗浄の２項目の試験結果は図５

のとおり。

燃焼室洗浄及びエンジン潤滑油系統洗浄の２項目については、

燃焼室洗浄を行った結果では、-0.60%～1.14%の改善効果であったが、効

果があったのは３台中１台であり、また、エンジン潤滑油系統洗浄にお

いては、-0.48%～0.86%の改善効果であった。
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図４ 本試験結果（燃費（２））
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（３）本試験結果のまとめ

① 本試験の結果、エンジン・オイル、オイル・フィルタ交換項目では

-1.56%～3.96%、エア・クリーナ・エレメント交換項目では､Ｇ車を除く

と-0.68%～1.86%、タイヤ空気圧調整項目では、0.73%～1.81%の効果があ

った。

３項目を全て実施してみた場合、最大で 5.84%程度燃費改善効果の可

能性があると推定される。
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割
合
）

B
車

C
車

項
目

効
果

平
均
値

表
２
先
行
試
験
結
果
（
燃
費
）

A
車

表
１
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＜参考資料２＞

効
果
%
改
善
率
%
点
検
整
備
状
態
走
行
距
離
効
果
%
改
善
率
%
点
検
整
備
状
態
走
行
距
離
効
果
%
改
善
率
%
点
検
整
備
状
態
走
行
距
離

基
準
状
態
1
0
0
.0
0
-

-
1
6
8
,1
2
3
1
0
0
.0
0

-
-
6
2
,4
9
5
1
0
0
.0
0

-
-

3
5
,9
8
0

ｴ
ﾝ
ｼ
ﾞﾝ
･ｵ
ｲ
ﾙ
､ﾌ
ｨﾙ

ﾀ交
換

1
0
0
.4
5
0
.4
5
原
車
ｵ
ｲ
ﾙ
+
原
車

ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
H
1
9
.1
0
.2
2

交
換

1
6
8
,1
5
9
1
0
3
.9
6
3
.9
6
原
車
ｵ
ｲ
ﾙ
+
原
車

ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
(5
6
0
6
1
km
)

H
2
0
.1
0
.1
1
交
換
6
2
,5
3
1
9
8
.4
4
-
1
.5
6
原
車
ｵ
ｲ
ﾙ
+
原
車

ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
(3
5
0
7
6
km
)

H
2
1
.2
.1
交
換

3
6
,0
1
3

ｴ
ｱ
･ｸ
ﾘｰ
ﾅ
･ｴ
ﾚ
ﾒ
ﾝ
ﾄ

交
換

1
0
1
.6
5
1
.2
0
B
車
ｴ
ﾚ
ﾒ
ﾝ
ﾄを
新

品
に
交
換
1
6
8
,1
9
2
1
0
3
.9
6
0
.0
0
原
車
品
使
用
6
2
,5
6
2
1
0
0
.2
7
1
.8
6
原
車
品
使
用
3
6
,0
5
3

ﾀｲ
ﾔ
空
気
圧
調
整
1
0
3
.3
7
1
.6
9
17
0→
2
10
kP
a

(-
19
.0
%
)
1
6
8
,2
4
2
1
0
5
.8
4
1
.8
1
1
70
→
22
0k
P
a

(-
2
2.
7
%)
6
2
,6
1
4
1
0
1
.0
8
0
.8
1
17
0→
2
10
kP
a

(-
19
.0
%
)
3
6
,1
0
7

燃
焼
室
洗
浄
1
0
2
.2
3
-
0
.1
2
洗
浄
1
6
8
,3
5
9
1
0
5
.4
6
1
.1
4

洗
浄
6
2
,6
8
2
-

-
-

-

ｴ
ﾝ
ｼ
ﾞﾝ
潤
滑
油
系

統
洗
浄

1
0
2
.3
5
0
.1
2
洗
浄
1
6
8
,3
9
4
1
0
4
.9
6
-
0
.4
8
洗
浄
6
2
,7
3
3
-

-
-

-

前
回
点
検
整
備
日
時
平
成
1
9
年
1
0
月
2
2
日

平
成
2
0
年
1
0
月
1
1
日

平
成
2
1
年
2
月
1
日

（
注
１
）
基
準
状
態

：
自
動
車
整
備
士
が
点
検
整
備
で
交
換
・
調
整
が
必
要
と
判
断
し
た
状
態
を
設
定
し
て
試
験
を
実
施
し
た
も
の
（
基
準
値
）

（
注
２
）
タ
イ
ヤ
空
気
圧
調
整
：
自
動
車
指
定
タ
イ
ヤ
空
気
圧
（
標
準
空
気
圧
）
に
調
整
。
下
段
は
設
定
状
態
値
（
不
足
割
合
）

表
４
－
１
本
試
験
結
果
（
燃
費
（
１
／
３
）
）

項
目

Ｄ
車

Ｅ
車

Ｆ
車

表
２
－
１
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効
果
%
改
善
率
%
点
検
整
備
状
態
走
行
距
離
効
果
%
改
善
率
%
点
検
整
備
状
態
走
行
距
離
効
果
%
改
善
率
%
点
検
整
備
状
態
走
行
距
離

基
準
状
態
1
0
0
.0
0
-

-
7
1
,4
5
4
1
0
0
.0
0

-
-
1
1
3
,1
4
5
1
0
0
.0
0

-
-
1
9
8
,7
7
6

ｴ
ﾝ
ｼ
ﾞﾝ
･ｵ
ｲ
ﾙ
､ﾌ
ｨﾙ

ﾀ交
換

9
9
.2
4
-
0
.7
6
原
車
ｵ
ｲ
ﾙ
+
原
車

ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
(H
1
8
.6
.2
9
)

交
換

7
1
,4
9
0
9
9
.3
5
-
0
.6
5
原
車
ｵ
ｲ
ﾙ
+
原
車

ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
(8
4
3
3
9
km

H
1
9
.1
1
.2
9
)交
換
1
1
3
,1
8
6
9
8
.4
9
-
1
.5
1

原
車
ｵ
ｲ
ﾙ
+
原
車

ﾌ
ｨﾙ
ﾀ

(1
5
3
9
5
9
km

H
2
0
.7
.2
5
)交
換

1
9
8
,8
1
0

ｴ
ｱ
･ｸ
ﾘｰ
ﾅ
･ｴ
ﾚ
ﾒ
ﾝ
ﾄ

交
換

9
5
.4
2
-
3
.8
5
原
車
品

7
1
,5
2
2
1
0
0
.2
6
0
.9
2
原
車
品

8
4
3
3
9
km

(H
1
9
.1
1
.2
9
交
換
)
1
1
3
,2
1
7
9
8
.5
8
0
.0
9
原
車
品

1
5
3
9
5
9
km

H
2
0
.2
.2
5
交
換
1
9
8
,8
4
2

ﾀｲ
ﾔ
空
気
圧
調
整
9
6
.1
1
0
.7
3
1
70
→
21
0k
P
a

(-
1
9.
0
%)
7
1
,5
5
6
1
0
1
.8
2
1
.5
6
1
70
→
21
0k
P
a

(-
1
9.
0
%)
1
1
3
,2
4
8
9
9
.9
2
1
.3
6
1
80
→
23
0k
P
a

(-
2
1.
7%
)
1
9
8
,8
7
3

燃
焼
室
洗
浄

-
-

-
-

-
-

-
-
9
7
.9
1
-
0
.6
0
洗
浄
1
9
8
,9
5
7

ｴ
ﾝ
ｼ
ﾞﾝ
潤
滑
油
系

統
洗
浄

-
-

-
-

-
-

-
-
9
8
.7
4
0
.8
6

洗
浄
1
9
8
,9
8
6

前
回
点
検
整
備
日
時
平
成
1
8
年
6
月
2
9
日

平
成
1
9
年
1
1
月
2
9
日

平
成
2
0
年
7
月
2
5
日

（
注
１
）
基
準
状
態

：
自
動
車
整
備
士
が
点
検
整
備
で
交
換
・
調
整
が
必
要
と
判
断
し
た
状
態
を
設
定
し
て
試
験
を
実
施
し
た
も
の
（
基
準
値
）

（
注
２
）
タ
イ
ヤ
空
気
圧
調
整
：
自
動
車
指
定
タ
イ
ヤ
空
気
圧
（
標
準
空
気
圧
）
に
調
整
。
下
段
は
設
定
状
態
値
（
不
足
割
合
）

表
４
－
２
本
試
験
結
果
（
燃
費
（
２
／
３
）
）

項
目

Ｇ
車

Ｈ
車

Ｉ車

表
２
－
２
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効
果
%
改
善
率
%
点
検
整
備
状
態
走
行
距
離

基
準
状
態
1
0
0
.0
0
-

-
1
2
3
,6
1
3
1
0
0
.0
0

ｴ
ﾝ
ｼ
ﾞﾝ
･ｵ
ｲ
ﾙ
､ﾌ
ｨﾙ

ﾀ交
換

1
0
0
.9
7
0
.9
7
原
車
ｵ
ｲ
ﾙ
+
原
車

ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
(H
2
1
.1
.2
1
)

交
換

1
2
3
,6
6
0
1
0
0
.1
3

0
.1
3

ｴ
ｱ
･ｸ
ﾘｰ
ﾅ
･ｴ
ﾚ
ﾒ
ﾝ
ﾄ

交
換

1
0
0
.2
8
-
0
.6
8
原
車
品
1
2
3
,6
9
5
1
0
0
.0
6
-
0
.0
7

ﾀｲ
ﾔ
空
気
圧
調
整
1
0
1
.0
2
0
.7
4
1
9
0→
24
0
k
P
a

(-
2
0.
8%
)
1
2
3
,7
3
0
1
0
1
.3
1

1
.2
4

燃
焼
室
洗
浄

-
-

-
-

1
0
1
.8
7

0
.1
4

ｴ
ﾝ
ｼ
ﾞﾝ
潤
滑
油
系

統
洗
浄

-
-

-
-

1
0
2
.0
2

0
.1
7

前
回
点
検
整
備
日
時
平
成
2
1
年
1
月
2
1
日

-
-

（注
１
）
基
準
状
態

（注
２
）
タ
イ
ヤ
空
気
圧
調
整

表
４
－
３
本
試
験
結
果
（
燃
費
（
３
／
３
）
）

項
目

Ｊ
車

平
均
値
改
善
率

平
均
値
.

：自
動
車
整
備
士
が
点
検
整
備
で
交
換
・
調
整
が
必
要
と
判
断
し
た

状
態
を
設
定
し
て
試
験
を
実
施
し
た
も
の
（
基
準
値
）

：自
動
車
指
定
タ
イ
ヤ
空
気
圧
（標
準
空
気
圧
）に
調
整
。
下
段
は
設

定
状
態
値
（
不
足
割
合
）

表
２
－
３


